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作画作業の９割をAIが担った絵本
初回限定版の予約販売スタート
〜クリエーターとAIの
共同作業の新しい形となるか︕〜

株式会社 楽⼈塾(出版社、神奈川県川崎市、代表取締役:藤⽥直之)は、2022 年
12⽉7⽇(⽔)より、絵本「りんご姫（作︓スガワラトモコ）」の初回限定版の予約販売を
開始しました。この絵本は全てのページの作画作業をスガワラトモコ（※AIアーティスト
・デザイナー）がMidjourney（画像⾃動⽣成AI）に指⽰を与え⾏いました。スガワラト
モコの指⽰（=プロンプト）によりAIが提⽰してきた複数の絵から、絵本の内容に最も適
合するものを選び、コラージュとレタッチ処理だけを施し完成させています。AIはまだ、
作家の意図と、かけ離れた絵を提⽰することもありますが、それがゆえに、クリエーター
のイメージを超える絵が現れることもあり、⼈の⼒だけでは不可能だった新たな創作物・
世界観を作り上げてくれたのではないでしょうか。今後、クリエーターがどのようにAIを
利⽤してコンテンツを創造していくのかというテーマについて、⼀つの具体的な形を提⽰
できたと思います。

「りんご姫予約紹介サイト URL: https://www.rakujinjuku.com/apple 」

※AIアーティスト ここでは、AIに指⽰を出し、希望のアウトプット出させる技術に⻑け
た⼈物のこと。

【報道問い合わせ先】
株式会社 楽⼈塾 担当︓佐藤 info@rakujinjuku.com

報道関係各位

https://www.rakujinjuku.com/apple


■絵本「りんご姫」出版の背景
2022年8⽉『Stable Diffusion』のオープンソース化以降、AIによる画像⽣成は

かなり⾝近な存在になってきました。それにともない、画像⽣成AIはすさまじい速度
で進化と普及を続け、新しいサービスが毎⽇のように登場しているのが現状です。そ
んな中、クリエーターとAIの関係はこれからどうなるのか︖クリエーターがAIを利⽤
しマネタイズできる新たなフィールドはどこか︖等、今までにない課題が⽣まれてき
ました。このような状況のもと、クリエーターとAIの共同作業の成果物として「絵
本」が適しており、その課題への⼀つの回答となるのではないかと思い、作られたの
が絵本「りんご姫」です。

■絵本「りんご姫」初回限定版
・価格 2,500円（税込）
・予約紹介サイト https://www.rakujinjuku.com/apple
・本の長さ 52ページ （予定）
・寸法 21.8 x 0.8 x 21.8 cm（予定）

■絵本「りんご姫」の発送までのスケジュール
初回限定版については、２０２２年１２月２６日（月）まで予約受付。

２月中旬に発送を予定。一般書店には２月中旬以降より、配本予定。

【報道問い合わせ先】
株式会社 楽⼈塾 担当︓佐藤 info@rakujinjuku.com

■サンプルページ

AIが作成する絵という
ことで、絵本向きではな
い無機質なアートを想像
される⽅が多いと思いま
すが、実は、左のサンプ
ルページのように、⼈間
が描くよりも、温かみが
あるのではないかという
作品が出来上がります。
物語の世界観を壊すどこ
ろか、さらに幻想的なフ
ァンタジーの世界へと読
者を誘ってくれます。



【報道問い合わせ先】
株式会社 楽⼈塾 担当︓佐藤 info@rakujinjuku.com

■絵本「りんご姫」の作画作業の例
具体例として実際に以下の写真をスガワラトモコが完成させるまでにした作業を⽰します。



【会社概要】
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【報道問い合わせ先】
株式会社 楽⼈塾 担当︓佐藤 info@rakujinjuku.com

■絵本「りんご姫」のあらすじ
物語を簡単に説明します。

大陸の東のはしに、ポム王国という緑豊かな国がありまし
た。その国のお姫様は鼻はまんまるで、小柄で、そして、
ほっぺはりんごのように赤かったので国民からは親しみを込
めて『りんご姫』と呼ばれていました。ポム王国ではお姫様
は10歳の誕生日を迎える前日に、一人で旅に出るという、し
きたりがありました。隣りのハナタカ国で『真珠のネックレ
ス』を受け取り、隣りの隣りのノッポ国で『ドレス』を仕立
ててもらい、その先に住む＜森の老婆＞に『花かんむり』を
作ってもらって帰ってこなくてはなりません。そして旅から
戻ると、その全てをお姫様が身につけて10歳の誕生日パー
ティーが開かれるのです。
ついに『りんご姫』がその旅に出ることになりました。見
たこともない外の世界で、多くの経験をした『りんご姫』は
自信を失っていきます。そんな時に＜森の老婆＞と時間を共
にした『りんご姫』は大きく成長していくのでした。

https://www.rakujinjuku.com/

